



　2018年10月に実施されたブラジル大統領選挙で、現職連邦下院議員のボルソナロ （Jair Messias 
Bolsonaro 1955-） 元陸軍大尉 1 が大統領に、同年 2 月に退役したモウロン （Antônio Hamilton 
Martins Mourão 1953-） 元陸軍大将が副大統領に当選した。2015年前後から労働者党 （Partido dos 
Trabalhadores、以下PT） のルセフ （Dilma Vana Rousseff 1947-） 政権 （2011-2016） 批判や、軍の
政治介入支持などの政治的主張を強めてきた後者は、退役早々の政界進出である 2。
　同国では経済停滞や治安悪化、そして汚職告発が続き、2003 年以降 13 年間に渡り政権を握っ
たPTへの非難はもとより、既成政治への不信が高まっていた。20 世紀中には度重なるクーデタ




ボルソナロの選挙戦を多角的に、時系列に沿って検討する。主にブラジルのフォーリャ （Folha de 


















　彼が急浮上したのは、PTのルラ （Luiz Inácio Lula da Silva 1945-） 元大統領 （2003-2011） の出馬
が不可能となった2018年9月1日以降のことである。ブラジル高等選挙裁判所 （Tribunal Superior 
Eleitoral） は、同年 8 月 15 日に届け出られたルラの出馬を、収監中であることを理由に禁ずる決
定を下した。ブラジル最大の投資会社として知られるXP Investimentos （以下XP） の依頼を受けた
社会・政治・経済調査研究所 （Instituto de Pesquisas Sociais, Políticas e Econômicas: Ipespe） が 8
月 27日から29日にかけて実施した世論調査では、「もし今日が投票日なら、ルラを含む大統領候
補 13 名のうち誰に投票するか」との質問に、ルラが一番高く 33％、次いでボルソナロが 21％の
支持を得た ［XP 2018a］。高等選挙裁判所はPTに、9 月 11 日を期限に候補者差し替えを認めたも
のの、期限を 9 月 17 日にしてほしいとのPTからの申し入れは認めなかった ［BBC 12/09/2018］。
これを受けPTは、副大統領候補に予定していた経済学者のアダジ （Fernando Haddad 1963-） 元
サンパウロ市長 （2013-2017） を大統領候補に繰り上げた 4。彼はルラ政権と後継のルセフ政権にま
たがって教育相を務めた （2005-2012） 経験を持つ。
　アダジ擁立から投票日まで 1 か月を切っていた。収賄罪に問われたルラは 2018 年 1 月 24 日に
二審で有罪判決を受け、4 月 7 日より収監されている。ルラは支持者に向けて、アダジが自分に
代わって出馬することを宣言する手紙を書き、これが 9 月 11 日午後に公表されるとPTはスロー
ガンに「アダジ＝ルラ （Haddad é Lula）」を掲げ、全国的には知名度の低いアダジ候補の弱さを




ではアダジは 16％に上昇し、ボルソナロは 23％に低下した ［XP 2018b］。つまり、両者の支持率
の差は 16％から 7％へと縮まった。
　ルラ元大統領は在任中、低所得者向け現金給付政策などの社会政策を実施し、貧困削減に手腕









位2名が進むこととなった。なお、「小さな政府」を掲げたブラジル社会民主党 （Partido da Social 
Democracia Brasileira、以下PSDB） 党首 （2017-） のアルクミン （Geraldo José Rodrigues Alkmin 






ボルソナロ候補を頂く社会自由党 （Partido Social Liberal、以下PSL） は大躍進を遂げた。選挙前、
同党は上院に議席を持たず、下院では 2014年の選挙で 513議席中 1議席を得ただけの小政党の一
つだったが、急上昇した同候補の人気が手伝って下院で 52議席、上院でも定数 81議席中 54の改
選分のうち 4 議席を得た。
2. 「アダジ＝ルラ」作戦の限界
　前述の通り上院では定数 81 議席の 3 分の 2 にあたる 54 議席が今回改選され、うち 46 議席が初
当選組に占められた。下院でも 513 議席中 243 議席に新人が当選した。片や、再選された全議員
の内訳をみるとPTが最も多かった。同党は下院で 56 議席を獲得して第一党の座を死守したが、
うち40議席を再選議員が占め、上院でも当選者4名のうち2名が再選議員だった 6。なおPTは、上
院において 3 議席減らしたものの非改選分と合わせ 6 議席を保った。
　ブラジル連邦警察が 2014 年に政財界の大規模汚職捜査 （通称「ラヴァ・ジャット」作戦） を開
始して以後、司法による徹底した汚職追及は、既成勢力外のボルソナロ候補らに有利に働いた。
その結果、民政復帰以降PTとともに主要政党であり続け、大物議員 7 が汚職を追及されたブラジ
ル民主運動党 （Movimento Democrático Brasileiro、以下MDB）8とPSDBの議席は激減した。2014
年の下院選と比較すれば、MDBは 32 議席を減らして 34 議席に、PSDBは 25 議席を減らして 29
議席にとどまった。これに対しPTは、13 議席を減らしたものの前述の通り 56 議席と辛うじて
下院第一勢力の地位を維持した。ただし、下院議員の得票数を政党別に見れば、MDBが約 540








在した。NYTは、ブラジル研究で著名なハーバード大学マナリング （Scott Mainwaring） 教授の見
解を交え、PTの戦略失敗を報じる。同紙記事 “In Turn to Right, Voters in Brazil Lift up Populist” 
によれば、PTの贖罪が足りなかったために、PTへの投票をためらう多くの有権者がボルソナロ
へなびいた （par. 43） とマナリングはとらえ、「PT幹部の選挙戦略の中心はあくまでルラにあっ
たため、勝つための戦略やブラジルの未来についてはほとんど語られなかった」 （par. 44）［NYT 
29/10/2018a］ことを敗因とみる。なるほどPT幹部に加え、ラテンアメリカ最大の社会運動体の













の記事 “How a Far-Right Populist Rode Years of Crisis to Brazilʼs Top Job” は、同性愛者の権利およ
び中絶に熱心に反対してきたボルソナロと、福音派教会の著名牧師シラス・マラファイア （Silas 
Malafaia） との交友関係、そして「左翼の犯罪者」と戦うために 2013 年初頭から彼が大統領を目






















　弾劾されたルセフに代わり副大統領から昇格したテメル（Michel Miguel Elias Temer Lulia 1940-）






た ［Guardian 04/10/2018］ という12。だが、拷問だろうと何だろうと手段を問わず犯罪者を根絶す







られても、NYTの記事 “In Bitter Race in Brazil, Electioneering by Assault” によれば、ボルソナロ
はこれらの報道の「信憑性」に疑義を呈し、「フェイク・ニュース」を流さないよう報道陣に訴
えたという。同記事には、第 1 回投票時投票所付近でボルソナロ支持者の男性集団に急襲され、
ナイフで首や顔などを切りつけられた女性記者のヴィラス゠ボアス （Fernanda Villas Bôas）が登




る ［Guardian 11/10/2018］。軍政期 （1964-1985） を独裁制と位置付ける歴史教科書を敵視、軍政
賛美者らしく「コミュニストと戦う運動」として評価すべきと主張するボルソナロは歴史修正主
義を助長している ［Time 23/08/2018: par. 23］ とTime誌も指摘する。さらに顕著な例では、NYT
も報じるように、ボルソナロは反政府活動家だった時期のルセフを拷問したウストラ （Carlos 
Alberto Brilhante Ustra 1932-2015） 大佐への崇拝を公言し、「コミュニスト」など拷問にとどめず
殺すべきだったと述べてはばからない ［NYT 30/10/2018］。この発言の背後には、軍政下の人道犯
罪について加害者の罪を不問に付した恩赦法 （Lei da Anistia）14 がある。軍政から民政への移行を
スムーズに進めるため 1979 年に軍政が制定した恩赦法は、2010 年に連邦最高裁判所が合憲と認
め現在も有効である。ルセフ政権下の 2011年に召集された「国家真実委員会 Comissão Nacional 













ストのゲデス （Paulo Roberto Nunes Guedes 1949-） 経済顧問を窓口に、民営化など新自由主義
路線を表明してきたが、ボルソナロ自身は経済ナショナリズムを奉ずる保守派政治家として知ら
れ、例えば財政再建の鍵と見られるブラジル電力公社 （Eletrobras） について、どの部門を民営化
するかを巡って足並みが乱れていた ［Reuters 13/10/2018］ という。ブラジルでは 1990 年代にリ
オ・ドセ総合資源開発会社 （Companhia Vale do Rio Doce: CVRD） やナショナル製鉄 （Companhia 








ポス゠メロ （Patrícia Campos Mello）17 のスクープによれば、ボルソナロは複数の後援企業にフェ
イク・ニュース拡散を請い、これらの企業がチャットアプリのWhatsAppを使った「情報」拡散




29/10/2018a］という。NYTの記事 “Fake News Deluges WhatsApp in Brazil” は、ブラジルのO 
Globo紙が進める「ファクト or フェイク （Fato ou Fake）」リテラシー・プロジェクト責任者レオ
ナード・カゼス （Leonardo Cazes） の発言「たとえ我々が嘘を暴いても、それ自体がほとんど信用
















dos Trabalhadores Sem Teto）指導者で社会主義自由党 （Partido Socialismo e Liberdade: PSOL） 
のボウロス （Guilherme Boulos 1982-） 候補からは即座に支持を取り付けたものの、得票約 1％
の第 8 位、「持続可能性ネットワーク」 （Rede Sustentabilidade: REDE） のマリナ・シルバ （Maria 
Osmarina Marina Silva Vaz de Lima 1958-） 元環境相は、決選投票直前までアダジ支持を表明しな
かった。シルバはルラ政権の環境政策に反対して環境相 （2003-2008） を辞任し、PTも離党した
過去をもつ。
　最も注目されたのは約 12.5％の票を得て 3 位につけた民主労働党 （Partido Democrático Tra-
balhista、以下PDT） のシロ・ゴメス （Ciro Ferreira Gomes 1957-）である。PDTは、軍政に亡命 
（1964-1979） を余儀なくされたレオネル・ブリゾーラ （Leonel de Moura Brizola 1922-2004） が1979
年に結成した党として知られる。元セアラ州知事 （1991-1994） のゴメスは、ルラ政権下で国家統
合相 （Ministro da Integração Nacional） を務めた （2003-2006） 人物でもあるが、第1回投票敗退直
後に「彼はない （Ele não）」と述べてボルソナロ支持を否定するにとどまった。数日後PDT全国
集会が、ボルソナロの当選を阻むべくアダジ支持の姿勢を固める ［Globo 10/10/2018］ と、ゴメス
はヨーロッパに旅立ってしまった。しかも、PT所属の現セアラ州知事が主催するアダジ応援集会 





政期に亡命を経験したPSDBのカルドーゾ （Fernando Henrique Cardoso 1931-） 元大統領 （1995-
2003） にもPTは支持を期待した。しかしカルドーゾは第 1回投票を前に、更なる経済悪化を避け
るため急進的な候補者の当選を一丸となって防ぐべきであると表明しており、名指しこそされて





人の筆頭、軍政に投獄された経験のあるカエターノ・ヴェローゾ （Caetano Veloso 1942-） はNYT





















　決選投票では、ボルソナロがおよそ 55％に当たる約 5700 万票を、アダジが北東部を中心に約
4700万票を得た。他方、白票と無効票に棄権した有権者数を合わせると約4200万票分18に相当し、
なかでも決選投票における無効票が前回 （2014 年） 比で 60％増と、1989 年に 30 年ぶりに実施さ
れた大統領直接選挙以来、最多を記録した ［Globo 28/10/2018］。無効票が増加した背景に、SNS
を介した候補者番号攪乱が作用した可能性を考えることはできるが、証明されてはいない。アダ
ジは北東部の全ての州と北部の 2 州を合わせた 11 州、ボルソナロが他の 15 州と首都ブラジリア
を制した。アダジの票田は貧しい北東部に集中しており、経済のより発展した地域では敗北を喫
した。決選投票で他候補からアダジに動いた州は、第 1 回投票でゴメスが圧勝した北東部のセア




　2019年 1月 1日に就任した新大統領は、PSL前党首のベビアノ （Gustavo Bebianno 1964-） を大
統領府総務庁 （Secretaria-Geral da Presidência da República）19 長官に、ルラ逮捕などPT中枢によ
る汚職摘発を主導したパラナ州連邦地裁のモロ （Sérgio Fernando Moro 1972-） 判事を法相に、前
出エコノミストのゲデスを経済相に迎えた。福音派教会の強い希望で、かつて軍士官学校で教鞭
を執った超保守派の哲学者として知られるベレス゠ロドリゲス （Ricardo Vélez Rodríguez 1943-）
が教育相に任命された。しかし、組閣に格別の影響を及ぼしたのは、選挙戦中には沈黙を守っ
ていた退役軍人らだったことがわかっている。エレノ （Augusto Heleno Ribeiro Pereira 1947-） 元
陸軍大将を筆頭に、退役軍人と保守派知識人の計 13 名から成る後援会 （自称「ブラジリア・グ
ループ」） は大統領選に先立つ 1 年間に渡って毎週ボルソナロの選挙対策会議を開き戦略を練っ
た ［Reuters 23/10/2018］という。
　新政権は 29 の閣僚ポストを 22 まで削減したが、陸軍からは副大統領モウロンのほか、まさ
しくエレノ元陸軍大将その人が大統領府国家安全保障室 （Gabinete de Segurança Institucional da 
Presidência da República: GSI）長官に、アゼベド゠イ゠シルバ （Fernando Azevedo e Silva 1954-）
元陸軍大将が国防相に、ドス゠サントス゠クルーズ （Carlos Alberto dos Santos Cruz 1952-） 元
橘：選挙を通じた軍政の承認？
101
陸軍中将が大統領府政府調整担当庁長官 （Ministro-chefe da Secretaria de Governo da Presidência 
da República） に、フレイタス （Tarcísio Gomes de Freitas） 元陸軍大尉がインフラ相に任命され
た。海軍原子力技術開発部門で最高責任者を務めていたコスタ゠リマ （Bento Costa Lima Leite de 
Albuquerque Junior 1958-）元海軍大将 20が鉱山エネルギー相に、空軍からもマルコス・ポンテス 
（Marcos Cesar Pontes 1963-）元空軍中佐 21が科学技術相に就任した。陸軍を中心とした退役軍人
の登用が顕著であるのと同時に、国営企業の行方を左右するインフラ省や鉱山エネルギー省の舵
取りは、ともに軍出身者に任された。
　文民統制の緩みは、ルセフ大統領弾劾が確定した 2016 年 5 月 12 日以降に徐々に生じていた。
同日発足したテメル暫定政権は省庁再編を掲げ、32 省庁を 25 省庁に統廃合し新閣僚を任命した
が、その際ブラジル情報庁 （Agência Brasileira de Inteligência） を大統領府国家安全保障室の監
督下に置いた。1999 年の設立以降は文民統制が守られていたブラジル情報庁の指揮権がこの時、
国家安全保障室新長官エチェゴエン （Sérgio Westphalen Etchegoyen 1952-）陸軍大将の手に渡っ
た。次いで2017年5月、テメル大統領は、国家透明性管理総監督省 （Ministério da Transparência, 
Fiscalização e Controladoria-Geral da União） のジャルジン （Torquato Jardim） 長官を法相に異動さ
せ、新長官にロザリオ （Wagner de Campos Rosário） 元陸軍大尉を任命した。この直前、高等選
挙裁判所が不正資金利用の疑われる 2014年正副大統領選挙の有効性について翌 6月6日より審理
を開始すると決定していた。テメルは、1988 年から 1996 年にかけて同裁判所長官を務めたジャ
ルジンを法相に「出世」22させることでこれにおもねり、自己の失脚を回避しようとした ［Reuters 
28/05/2017］とみられる。なおロザリオ長官はボルソナロ政権で続投している。さらに 2018 年















みを与えてきた。これに対しTime誌の記事 “Brazilʼs New Strongman” は、33年間に渡って拷問や
強制失踪の被害者の正義を求め戦ってきた「拷問、二度と繰り返すまい （Tortura Nunca Mais）」





　ここで作家ジョアン・ゴラール （João Vicente Fontella Goulart 1956-） の警告に耳を傾けたい。
1964 年に勃発したクーデタで政権を追われ、亡命先で不審死 24 を遂げたゴラール大統領 （João 
Belchior Marques Goulart 1918-1976） の息子である彼は、今回の大統領候補者の一人であったが第
1回投票で最下位に甘んじた。落選決定直後、決選投票でのPT支持を公表した短い文書 “Posição 
de João Goulart Filho sobre o segundo turno das eleições”はPT支持というよりむしろボルソナロ
の当選を阻止する決意表明であった。O Globoに掲載された全文によれば［Globo 09/10/2018］、
父の人生を破壊し、21年間に渡って国民を沈黙させた独裁を拒絶する責任が自分にはある、と彼

































2019 年 2 月 18 日に解任された。後任に、またも陸軍からペイショット （Floriano Peixoto 
Vieira Neto 1954-） 元陸軍中将が就任した。
〈註〉
 1 本稿で陸軍の階級は大尉 （Capitão）、大将 （General-de-Exército）、中将 （General de Divisão） 
と表記する。
 2 軍人の出馬に関するボルソナロの問い合わせに高等選挙裁判所は 2018 年 2 月 20 日、軍人は
候補者登録の時点で退役していなければならないとの判断を下した。モウロンは現役時代か
ら政治的発言で注目を浴びており、退役以前に出馬を計画していたと推測される。その政治




 4 新たな副大統領候補には、連立を組むブラジル共産党 （Partido Comunista do Brasil） からマ
ヌエラ・ダヴィラ （Manuela Pinto Vieira d'Ávila 1981-） リオ・グランデ・ド・スル州議会議
員 （2015-） が出馬した。
 5 ルラ政権下で興隆した中間層を「新中間層」と呼ぶこともある ［二宮 2014］。
 6 新人の 2 議席も、現職下院議員と、ルセフ政権下で国防相と官房長官を歴任した人物とが分
け合った。
 7 MDBはクーニャ （Eduardo Cosentino da Cunha 1958-） 元下院議長 （2015-2016） らへの有罪
判決、PSDBはアエシオ・ネーベス （Aécio Neves da Cunha 1960-） 前党首 （2013-2017） など
への嫌疑。
 8 MDBは汚職のイメージを払拭する狙いで 2017 年 12 月に党名PMDB （1981-2017） を軍政期
野党時代のMDB （1965-1979） に戻した。
 9 「土地なし農民運動」とも訳され、略称はMST。1983年の結成以降、1988年憲法の謳う「す









12 一方、アダジ候補は「統一公安システム （Unified Public Security System）」を運用して犯罪
の一部を連邦の管轄にすることで、州が殺人やレイプ、強盗などの捜査に専念できるように
すると公約した ［Guardian 04/10/2018］。
13 この数字はサンパウロ大学暴力研究所 （Núcleo de Estudos da Violência da USP） およびブラ
ジル治安フォーラム （Fórum Brasileiro de Segurança Pública）、O Globo三者の連携による調
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Military Regime Approved by Ballot?:  
Some Reflections on the 2018 Presidential Election in Brazil
Ikuko Tachibana
 This report aims to show how Jair Messias Bolsonaro, a former army captain, won the 
presidential election in 2018, despite massive protests especially led by women and sexual 
minorities against his misogynistic, homophobic, and racist remarks. Throughout his campaign, he 
appealed even as an apologist for the military regime (1964-1985). Based on local and international 
newspapers, we shed light on victims of the dictatorship and their families whose testimonies were 
published worldwide warning of the threat to democracy. 
 Bolsonaro’s victory resulted from a collapse of Partido dos Trabalhadores (PT: the Workers’ 
Party), the ruling party since 2003 in Brazil which is considered to be responsible for the epic 
corruption revealed for the last four years. As PT’s charismatic leader Luiz Inácio Lula da Silva 
was incarcerated shortly before the election, Bolsonaro defeated Lula’s replacement candidate. 
Bolsonaro never hesitates to vociferate his revisionist interpretation of history, denying accounts 
of corruption, censorship, and institutionalized crimes against humanity under the military 
government. This strategy succeeded mainly thanks to the Amnesty law, launched in 1979 by 
military government, which is still in ef fect and encourages his rhetoric. The new president 
appointed, as expected, almost a dozen of former military commissioned officers and their affiliates 
to the cabinet positions. Democratic regime has barely been sustained in Brazil since 1985 when the 
military retreated from politics and now, it is in peril once again.
